Kindai Hospital Today Vol.14 by 金沢大学附属病院 & Kanazawa University Hospital









































　金沢大学の DMAT チームに DMAT 待機指
令が入ったのは、地震発生日３月 11 日の午後


















３月 15 日に金沢大学から出発した DMAT 第２陣チームは、岩手県消防学校からの広域搬送、県立釜石
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災害派遣医療チームとは？
　Disaster Medical Assistance 
Team の頭文字をとって、ＤＭＡＴ










































































































































































　第 24 回北國がん基金より、研究活動の助成（50 万円）を受け
ることができました。
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　看護部では、看護師全体の救命救急に関する技
術の向上を図ることを目的に、平成 21 年度より
AHA( アメリカ心臓協会 ) 講師の指導のもと一次救命
蘇生法（BLS）のプロバイダー（救助者）とインスト
ラクター（救助者を指導する者）の養成研修を行い、





名の他、ACLS プロバイダー 45 名とインストラクター８名が誕生しました。今年度は新たにファカルティ
（研修の監督者、インストラクターを育成する者）が２名誕生し、救命救急に関する研修の院内体制が確
立し、研修を企画・実施できるようになりました
　１年目の看護師が、BLS プロバイダー資格取得後、患者さんの救命に関する状態時に、無我夢中であっ
たけれども落ち着いて対応ができたと報告がありました。このように患者さんの安全と安心に繋げていけ
るように多くの看護師が技術を磨いていきたいと思います。
救命救急の研修について
自動洗髪機により患者さんにリラックスを
　５月より当病棟に自動洗髪機が設置され、女性病棟として患者さんに
美容院のような心身ともにリラックスした時間を提供できるようになり
ました。
　自動洗髪機は、水流とミストの効果にて手洗い以上に頭皮を傷つけず、
心地よさと洗浄力をもち、頭皮の温熱刺激とマッサージにより血行を促
進させ、頭皮に栄養を与え、また低刺激により抜け毛を予防することが
できます。患者さんの希望に合わせシャンプーやフルコースなどモード
や、水流の強弱、ミストによる頭皮の温熱などさまざまな選択ができま
す。また、洗髪フルコースにかかる所要時間は、5 分程度と短く、創痛
のある患者さんや臥床がつらい患者さんに対しても短い時間で行うこと
でき、苦痛の緩和につながっています。看護師も業務短縮につながって
います。実際、シャワーができない患者さんから ｢美容室みたいに爽快
だった｣ や ｢水圧だけであるが人の手に似た感覚で心地よかった｣、化
学療法による脱毛をしている患者さんから ｢抜け毛が少なく、刺激がす
くなかった｣ とうれしい声が聞かれています。
　今後も自動洗髪機を使用し、より患者さんの病気や治療に立ち向かう
力となる看護につなげていきたいです。
東病棟 5 階
自動洗髪機導入して
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　　皆さまからのおたより、ご意見をお待ちしております。
七夕の笹飾り
　近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲール
の誕生日の「５月１２日」に「看護の日」が制定さ
れてから、２１年目になります。この看護の日を含
む１週間を看護週間とし、その間に全国で様々な行
事が繰り広げられています。
　当院でも、５月１０日に「ふれあい看護体験」を
実施しました。２校から４人の高校生が参加し体験
しました。高校生は、白衣に袖をとおし、身なりを
整え、病院長から「１日看護師」の辞令を受け、看
護部長から励ましの言葉を受けて、高校生は緊張の
中にも体験への期待が感じられるような表情に変化していきました。
　２人ずつペアになり、２部署で看護体験をしました。体温や血圧などの測定、足浴や車椅子での移動
など、直接患者さんとの触れ合いを体験しました。また、妊婦体験や生まれたばかりの乳児の沐浴見学
や抱っこなどを通して「いのちの誕生や尊さ」について伝えることができました。高校生からは「患者
さんから声をかけていただき、喜んでいただき、感激しました。看護師になりたいという思いが強くな
りました」、また、「充実した１日となりました」という感想がよせられ、看護への関心が深められました。
　看護の日に毎年、「ふれあいコンサート」を企画し、高校生も患者さんや家族の皆様とともに参加し
ました。医師・看護師などの職員による手作りコンサートで、患者さんからも、楽しい・優しい時間を
過ごすことができましたとあたたかい感想をたくさんいただきました。
平成23年度ふれあい看護体験
　金沢大学附属病院では、七夕にあわせて、新外
来診療棟１階の「ホスピタルプロムナード」に七
夕かざりが飾られました。
　毎年恒例となっており、今年は患者さんや職員
からの願い事が書かれた短冊が約1400枚結びつ
けられました。
　ご家族の健康についての願い事が多く、皆様の
願い事が無事に天まで届きますよう、石浦神社へ
奉納し供養していただきました。
東日本大震災に伴う義援金のお礼
　金沢大学附属病院にて受け付けておりました義援金に
ついて、皆様からのあたたかいご支援を頂きましてあり
がとうございました。
義援金総額　　金５１，２１０円
　お寄せいただきました義援金につき
ましては、北國新聞社を通じて、被災
地へ寄附させていただきました。
